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設計対象の「文化の痕跡」
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人工
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大型の貯水槽跡

用途違いの側道跡

住宅街の防火煉瓦壁跡 大煙突跡 線路脇の廃小屋

町工場のサイクロン跡

坑夫の入浴場跡 森の中の鉄索塔跡

廃線区画のトンネル跡

文化の痕跡とは
　「文化の痕跡」とは銅産業が作り出した無用の遺構である。産業遺産には指定されなかったため道端に放置され、経年劣化で崩れかかったり、

産業遺産の片割れとして現在の足尾町の都市や景観を構成している一部となっている。中には街の生活機能の役割を果たしていたものもある

ことが文献調査から明らかとなった。銅山文化の衰退から形が変わらず残るものも多く、産業遺産と同等にそれ自体が足尾の歴史の重要な語

り人であるため、産業遺産と同等に残す価値があるのではないだろうか。

　足尾銅山は明治後期から昭和初期までが最盛期とされる。明治 40

年（190 7 年）に高品位巨大鉱床の「河鹿」が発見されて以降、足尾

式の鑿岩機の開発や大型コンプレッサーの導入などが進められ、同時

に銅採掘に従事する坑夫やその家族が暮らす街が開発されていった。

足尾町の都市機能は銅産業の隆盛と密接につながっており、1973 年

の閉山を機に衰退の一途を辿っている。

　1973 年の閉山以降、足尾町の各地に鎮座する生産施設や土木構築物を重要文化財として登録する動きが高まった。

現在では 13 箇所の市 / 国指定史跡と 12 箇所の遺構が「足尾銅山近代化産業遺産」に登録され、平成 19 年から日光市

は足尾銅山の遺産群を世界遺産として申請する活動を続けている。

文化財に指定された遺跡群の一部抜粋 近代化産業遺産マップ

足尾銅山の概略

近代化産業遺産群と世界遺産化

はじめに

　足尾銅山を有する栃木県日光市足尾町は国内有数の銅産出地域であり、明治から昭和にかけて日本の産業や経済の近

代化に貢献した。1973 年の操業停止以降、産業関連施設は遺構として街の各地に散在している。

　足尾町のフィールドワークを通して産業遺産に満たない「銅産業を支えてきた文化の痕跡」を見つけた。「文化の痕跡」

は銅産業の関連施設の片割れであり、都市インフラの残骸でもあり、町人の生活の足跡である。

　一方で、日光市は「足尾銅山 - 日本の近代化・産業化と公害対策の起点 -」と題して足尾銅山とその産業関連施設を世

界遺産に登録しようと平成 19 年頃から本格的に遺産の保存や NPO 団体の植林活動を推し進めている。

　 しかしながら、世界遺産化により遺産の補修、観光資源化、インフラ整備等が行われると、道端や森の中、足尾町の

各地に散らばる「文化の痕跡」を消滅させてしまうのではないだろうか。

　したがって本研究では、産業遺産からこぼれ落ちた「文化の痕跡」をフィールドワークにより記録・収集していくこ

とで、それらの保存方法や用途転用に関する一つの指標を見出すことを目的とする。

あかがね街道痕跡道中
ー足尾銅山の銅産業における「文化の痕跡」に関する研究ー



遺産と痕跡のマッピング

近代化産業遺産

文化の痕跡

設計対象

産業遺産の片割れ

インフラの残骸

生活の足跡
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痕跡の分布特性

マッピングによる分析

遺産に纏わり付くように

数値的な変化が無いため特徴は見出せないが、3 つのタイプは等しく分布している。

産銅施設や生活空間が近接している地区は痕跡の混同が多く、分布数も比較的多い。

産銅施設と生活空間をつなげる痕跡があり、読み替えによる利活用の形跡が窺える。

産銅施設群から離れ、都市機能が少なくなると痕跡のタイプが 1 つに絞られていく。
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「文化の痕跡」図鑑
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「片割れ」

設計対象

文化の痕跡の図式化
１. 産銅施設の片割れ ２. インフラの残骸 ３. 生活の足跡

　足尾製錬所の排煙機能を持っていた大
煙突跡です。精錬工程の最後に出る有毒
ガスを排出するという重要な役割があっ
た。生産工程の一部として用いられ、現
在は遺構と化しているものを産銅施設の
「片割れ」とする。

　炭鉱で掘削作業にあたっていた人々の
体の汚れを洗い流していた入浴場跡であ
る。現在は森に囲まれ、浴場には雨水や
泥が入り込み、環境と一体化している。
生活の一部に取り込まれ、かつて人がい
たことを語りかけてくる「足跡」である。

　銅の輸送のために整備された鉄道とト
ンネル跡である。現在は廃線になり、回
復した森の中で静かに佇んでいる。足尾
町のインフラは、銅産業のために設えら
れたものであるため、産業の衰退でその
多くが「残骸」になっている。



足尾銅山の主要な坑道の一つ。明
治 16年に江戸時代からあった旧坑
道を再開発したもので、当時の最
新の鑿岩機が導入された。

※非公開

銅の産出量の増加に対応するため、
明治 17年に直利橋製錬分工場とし
て開設された。当時の最新技術を
導入し、生産量が飛躍的に上昇し
たが、同時に亜硫酸ガスの排出に
よって塩害問題も発生した。

※非公開

重油を燃料とする発電所で、非常
用電力供給設備として大正 5年に
完成した。出力 1000kw は当時と
しては最大規模のものだったが昭
和 29年に廃止された。

※外観は道路上から見学可

輸送方法の変化などに伴い大量の
電力が必要になり明治 23年に建設
されました。その電気は、坑内の
排水や坑内電車、電灯などに利用
され、銅山近代化の原動力となっ
た。

※外観は道路上から見学可

明治 18年に江戸時代からあった旧
坑道を再開発したもの。昭和 29年
に廃坑となるまでの約 70年間、大
いに栄えた。

※入坑口は道路上から見学可

明治 18年に開さくが始まり、同
29年に完成した。開さくには、蒸
気タービンによる圧縮空気を動力
としたさく岩機や、ダイナマイト
による発破工法など、同時の最新
技術が導入された。

動力所では、さく岩機の動力源で
ある圧縮空気がコンプレッサーに
よって作られていました。明治 45
年には、通洞動力所に大型コンプ
レッサー「インガーソルランド
PE-２」が導入された。

※復元整備中

近代の採鉱技術に大きな影響を与
えた火薬類の保有庫。花崗岩造の
火薬庫 3棟が明治 45年に完成し、
その後に煉瓦造りの火薬庫 1棟が
増設されました。

※非公開

選鉱所は、坑内から採掘された鉱
石を選り分けて、製錬所へ送る役
割を担っていました。本山、小滝、
通洞の主要坑口にはそれぞれ選鉱
所がありましたが、大正 10年まで
に通洞選鉱所に集約されました。

※非公開

明治 30年に政府から発令された鉱
毒予防工事命令により坑内排水は
すべて中和、沈澱して放水するこ
とが義務付けられ、各主要抗口に
それぞれ浄水場が設置されました。

※非公開

産銅量の増加に伴う輸送力の増強
のため、古河鉱業を中心に敷設さ
れました。大正元年には桐生 ~足
尾間が、大正 3年には足尾 ~足尾
本山間が開通し、大正 7年には国
鉄足尾線となりました。

明治 23年に建設されたドイツ国
ハーコート社製の鋼製のトラス橋。
工場でリベット接合で部材を製作
し、現場ではボルト接合のみで短
期間で簡易に組み立てられる工法
が用いられている。

※周囲からの見学は自由

明治 20年に大磯に建設された、陸
奥宗光の別邸跡。宗光の次男「潤吉」
が古河市兵衛の養子になったこと
が縁で譲り受け、足尾鉱業所の労
使懇談施設の一環として移築し「豊
潤洞」と命名されました。

※非公開

松木地域には中世以来 3つの山村
があったが、工場から排出された
亜硫酸ガスの悪影響や山林の乱伐
大火により住居は減少していきま
した。現在は多くの方により植樹
が行われています。

※非公開

明治 41年にイギリスのキリスト教
団マイナーズミッションからの献
金（当時としては破格の 2,500 円）
で建てられました。

※外観は道路上から見学可

足尾地域に現存する最古の山神社
です。明治 22年に坑長（古河鉱業
所長）木村長七以下、本山に働く
坑夫一同からの寄進（3,279 円 53
銭）によって造営された。

明治 25年に私立古河足尾銅山尋常
高等小学校として創立後、昭和 22
年に公立となり足尾町立本山小学
校と改称した。古河鉱業は、銅山
関連施設以外に教育・保育施設も
設けた。

※外観は道路上から見学可

足尾銅山は多くの就業者をかかえ
ていました。古河鉱業は、各抗口
や工場付近に職員と鉱夫のための
住宅地を設け、社宅として提供し
ていた。

※非公開

明治末期以降、細尾発電所からの
送電が主流になり、各地に変圧所
や変電所が建設された。通洞変電
所は大正中期以降、足尾銅山の使
用電力を管理する中枢機能を果た
した。

※外観は道路上から見学可

堆積場は、明治 30年の鉱毒予防工
事命令により設置された。堅固な
石垣が設けられ、廃石などを集積
している。同様の堆積場が 12箇所
あったが、現在は昭和 35年に設置
された簀子橋堆積場に集約されて
いる。

※非公開

索道（鉄索）は、物資や廃石、廃
泥の運搬に用いられた輸送用の
ロープウェイである。明治 23年の
の細尾索道架設以降、数多くの索
道が架けられた。有越鉄索塔は、
通洞選鉱場から廃泥を堆積場へ運
搬するための索道の支柱として、
昭和 14年に建てられた。

※外観は道路上から視認可能

古河鉱業では、銅山で欧米からの
輸入機械を使っていたが、明治 33
年に間藤工場が設置され、ここで
輸入機械をモデルに独自の改良を
加えた各種機械を製造するように
なった。

※外観は道路上から視認可能

わたらせ渓谷鉄道足尾駅前にある
古河掛水倶楽部は足尾の迎賓館と
して明治 32年に建てられた洋館で
ある。華族や政府高官を招いた際
の接待や宿舎などに使用された。
国登録有形文化財であるが、古河
機械金属株式会社の福利厚生施設
として活躍している。

３. 小滝ノ足湯庵

２. 磐裂ノ授与所

６. 中才ノ集塵庫

１. 原向ノ直売所 ５. 通洞ノ露天風呂

９. 赤倉ノ待合所 ８. 間藤ノ古本屋 ７. 本山ノ窟栽培室

４. 有越ノ鉄索灯台

１０. 松木ノ山小屋

1. 本山坑【有木坑】
（国指定史跡）

2. 小滝坑跡（市指定史跡）

9. 間藤水力発電所跡
（市指定史跡）

19. 古河掛水倶楽部（国登録有形文化財）
    重役役宅（県指定有形文化財）

22. 本山小学校講堂
（国登録有形文化財）

11. 通洞変電所

7. 通洞選鉱所跡 12. 間藤・13. 中才浄水場

17. 古河橋（国重要文化財） 21. 豊潤洞跡

25. 松木地域旧三村

20. 中才鉱山住宅

24. 足尾キリスト教会
（国登録有形文化財）

23. 本山鉱山神社
（国指定史跡）

（市有形文化財）

16. 足尾鉄道
（国登録有形文化財）

3. 通洞坑【足尾銅山観光】
（国指定史跡）

6. 宇都野火薬庫跡
（国指定史跡）

4. 本山動力所跡
（国指定史跡）

5. 通洞動力所跡

8. 本山製錬所
（国指定史跡）

10. 新梨子油力発電所跡 14. 原堆積場 15. 有越鉄索塔 18. 古河鉱業間藤工場
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備前楯山

松木ゲート
（この先、車両進入禁止）

足尾砂防えん堤

足尾環境学習センター

足尾本山駅

中国人殉難烈土慰霊塔

国民宿舎
「かじか荘」

間藤駅

古河キャステック（株）

第一松木川橋梁

簀子橋堆積場

古河掛水倶楽部重役役宅足尾駅

足尾中学校

足尾小学校

通洞駅

古河足尾歴史館

日光市役所　足尾庁舎

足尾さく岩機（株）

足尾銅山観光

足尾双愛病院
わたらせ渓谷鐵道

第二渡良瀬川橋梁

原向駅

明治 41年当時の主要坑道
現在の道路
わたらせ渓谷鐵道 (旧足尾鉄道 )
現在の施設名
経済産業省の近代化産業遺産に認定近代化産業遺産

平成 19 年度　経済産業省

足尾銅山
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3. 事業スキーム

「私」が地域おこし協力隊として足尾町に移住し、建築家として本計画の主体となり活動していく。
地域住民と協働し、地域おこし協力隊の活動を通して足尾町の「文化の痕跡」の発掘や行政と街をつなげる媒体の役割となる。

「地域おこし協力隊」の後身育成

街の価値の再確認

保全対象の拡大

世界遺産対象の拡大

市からの収入

街の活性化に貢献

余剰から資源へ

移住促進

空き家、空き部屋の解消

街の人口増加

歴史解釈の変化

観光の仕方への視野拡大

日光市私

観光者地域ストック

小さな建築
地域おこし
協力隊

地域住民
地権者

古材提供

生活の場の拡張

連携

設計
補助

金・
運営

文化
的な

重要
性

訪問・滞在・拡散
歴史解釈の変化

管理・運営

2. 地域ストックの利活用

禿山の植樹成功による

新鮮な木材の利用

地域の空き家や廃工場の構造体をストックとして捉
え、地域循環型の木材利用へシフトし、小さな建築へ
と転用する。

民家の廃木材 町工場の廃綱材

提案
1. プログラム

産業観光の新しいあり方を提示する 1０の小さな建築

生活者の日常と歴史を再接続する即物的な建築

観光者の非日常と痕跡を紐付ける行楽的な建築

4. 生活の道中

「文化の痕跡」を無用の遺構ではなく、街の機能を再生さ
せる地域資源として捉え、痕跡の利活用を促す機能化を図
ることが、本設計における街の生活者に対する位置付けで
ある。「文化の痕跡」を新たな資源とし、利活用を通して
銅文化の歴史の中にいることを再認識しつつ、暮らしの場
を豊かにしていく生活の道中を目指す。

停留所

3. 観光の道中

「文化の痕跡」は銅文化の産物であり、他鉱山においても発
見することができる鉱山都市のアイデンティティである。観
光者と「文化の痕跡」をつなぎ、新たな観光形態を作り出す
ことが、本設計における観光者に対する位置付けである。訪
れた人々が街を探索し、「文化の痕跡」を見つけて街を知る。
そのようにして能動的に関わっていく観光の道中を目指す。

設計の位置付け

産業遺産 「文化の痕跡」 観光動線

2. 地域おこし協力隊の存在

：写真家

 「動画撮影」「編集」
『産業遺産を活用した地域活性化』

足尾町の現状
1. 人口動態

大正から平成にかけて旧足尾町の

人口動態を表している。1973 年

の閉山を機に人口が半数近く減少

しているのが分かる。人口よりも

世帯数が下回っているため家族構

成としても単身者が増えている。

1973 年　足尾銅山閉山

人口密集地はか

つて銅生産が盛

んに行われてい

た都市部である。

0 人

0 人

78 人

9 人

145 人

57 人

47 人
59 人

316 人

156 人
39 人

96 人

16 人

82 人
205 人

178 人

191 人

95 人

97 人

54 人

65 人
26 人 15 人

1 人

0 人

1-50

0

50-100

100-150

150-200

200-250

250-

町単位の人口分布

女：846 人
男：796 人
計：1,642 人（若年層：139 人）
1.081 世帯（令和 3 年 11 月現在）
高齢 / 単身：347 ( 全体の 32.6%)
高齢 / 夫婦：180 ( 全体の 16.9%)
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収納化

拡げる

機能 形態

14

原向駅（無人）

原向集会所

5

５ 他設計案

近代化産業遺産

設計関連施設
対象敷地

あかがね街道

線路脇の納屋だった施設跡。収納として再利用するために、無人で営める野菜の直売所を設置した。痕跡
は近隣住民の生活の一部になり、生活の歴史が蓄積されていく。

No.１　原向ノ直売所

赤倉

赤倉ノ停留所

本山松木

観光者の非日常と痕跡を
紐付ける行楽的な建築

生活者の日常と歴史を
再接続する即物的な建築

機能 形態 聖域

痕跡転用図解手法

拡げる ４本柱を建てる 建ちあげる 満たす 繋げる 貫く 塞ぐ 覆う 架ける 囲う

収納化 神籬化 足湯化 標識化 動線化 集塵化 暗室化 本棚化 停留化 内部化

かつて持っていた機能のオマージュ
または不足したマチの補填

いま残っている形態の引用
あるいは失ったカタチの復元

施しようがない聖域の保存

設計対象の痕跡部分

phase２【手法の決定】

phase３【機能の決定】

phase４【目標の達成】

phase１【ルールの決定】

痕跡のある環境的要因、形態の特徴から設計手
法を決定し、痕跡の周縁に小さな空間を作った

近隣の都市機能やインフラを観察し、最終的に
形態の強みを生かした機能化を図った

小さな建築は「観光者」「生活者」の 2 つのキャ
ラクターへ向けた建築であり、それぞれの割合
は常に変化していく

立地、形状、辿ってきた歴史が多様な痕跡を 3
つのパラメータを基に設計の軸を決定した

12

39

6

2

5

11

8

1

4

10

7
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神籬化

4 本柱を建てる

聖域

足湯化

建ちあげる

機能

標識化

満たす

機能 形態

13

磐裂神社本殿

5

５ 他設計案

近代化産業遺産

設計関連施設
対象敷地

あかがね街道

2

唐申山 /皇海山へ

5

５ 他設計案

近代化産業遺産

設計関連施設
対象敷地

あかがね街道

7
3６

畦道

5

５ 他設計案

近代化産業遺産

設計関連施設

対象敷地

あかがね街道

工場の集塵機として用いられた設備跡。近所の磐裂神社の参道を拡張するため、集塵機を神籬として囲い、
授与所を設置した。集塵機と街の歴史施設を紐付け、過去のモノだった痕跡を現在の歴史に接続する。

坑夫の体の汚れを洗い流していた入浴場跡。登山者や観光者の疲れを癒す足湯施設に転用するため、基壇
に水を貯め、ボイラーを設置した。ヘドロが溜まった跡地は浄化され、かつて稼働していた姿が表出する。

鉱物輸送のための索道の支柱跡。支柱を街の標識にするため、頂部に灯台を設置する。昼間は観光者が街
を見下ろせる展望台になり、夜間は街を灯し続ける灯台になる。

No.２　磐裂ノ授与所 No.３　小滝ノ足湯庵 No.４　有越ノ鉄索灯台
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動線化

繋げる

機能 形態

集塵化

貫く

形態

暗室化

塞ぐ

機能 形態

7

5
10

3

20

11

６

見晴らしの良い屋上

5

５ 他設計案

近代化産業遺産

設計関連施設

対象敷地

あかがね街道

22

12

８

トンネル区画 約 220m

5

５ 他設計案

近代化産業遺産

設計関連施設

対象敷地

あかがね街道

10

7

20

11 5

3

５

施設管理事務所

5

５ 他設計案

近代化産業遺産

設計関連施設

対象敷地

あかがね街道

生産施設で用いる電力を変換する変電所跡。外部の動線を活用するために地階から階段を新設し、屋上に
露天風呂を設置した。地階のポンプを用いて上水は屋上へ送られ、使用者は屋上からの見晴らしを嗜む。

鉱石から銅を取り出す選鉱所内の廃石庫跡。現在は民間企業の管理下であるため、施設関係者のためのゴ
ミ捨て場を設置した。塔屋内は監理作業のために床を張り、連結する鉄骨トラスを主要動線として扱う。

銅輸送のための鉄道、トンネル跡。内部の気候的条件や細長い形状から、住民のための野菜栽培室を設置
する。銅輸送から野菜の栽培、出荷へと用途を変えながら使い続けられる街の潜在資源である。

No.５　通洞ノ露天風呂 No.６　中才ノ集塵庫 No.７　本山ノ窟栽培室
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12

39

6

2

5

11

8

1
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10

7

赤倉

赤倉ノ停留所

本山松木

本棚化

覆う

聖域

停留化

架ける

機能 形態

内部化

囲う

機能 形態

5

５ 他設計案

近代化産業遺産

設計関連施設

対象敷地

あかがね街道

登山動線

16

8 5

５ 他設計案

近代化産業遺産

設計関連施設

対象敷地

あかがね街道

バス停の無い地区
22

12

７

無人の古本屋
5

５ 他設計案

近代化産業遺産

設計関連施設

対象敷地

あかがね街道

生活者のインフラであった側道跡。近辺に住民用の停留所がないため、バス停を設置した。高齢化した住
民の足としてのバス停であり、または観光手段としてのバス停である。

禿山の監視用の櫓跡。松木地区は足尾町の最北に位置し、登山者が多く訪れる。彼らのための休憩・避難
所を設置する。禿げ山の回復後、山小屋は登山における一つの拠点となり、ランドスケープに馴染んでいく。

水力発電所の水圧管跡。無人バラックに放置された古本を収容するための古本屋を設置した。筒の建築は
本棚と構造体を同時に担う。街の歴史としての古本と残された歴史としての痕跡を閲覧する場所である。

No.９　赤倉ノ待合所 No.１０　松木ノ山小屋No.８　間藤ノ古本屋
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